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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長 福山朋房 関口康宣 松村所長

午後
予約外来
松村所長

予約外来松
村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
手塚大介
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 宮崎

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅
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Ｆ
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通
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新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
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平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街
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交
番

パーマ→

今井
街
道
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江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
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安
全
保
障
法
制

実
は
戦
争
法

２
０
１
５
年
９
月

19
日
に
、

参
議
院
で
強
行
採
決
さ
れ
た

「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」
は
、

憲
法
９
条
が
禁
じ
る
国
際
紛
争

解
決
の
た
め
の
武
力
行
使
を
可

能
と
す
る
も
の
で
、
明
ら
か
な

憲
法
違
反
で
す
。
「
平
和
安
全
」

の
名
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
内
容

は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
戦
争
法
と

い
え
ま
す
。
３
月

29
日
の
施
行

を
目
前
に
、
ア
フ
リ
カ
の
南

ス
ー
ダ
ン
へ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
が

武
器
を
持
っ
て
活
動
す
る
危
険

が
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。

〝
戦
争
さ
せ
な
い
〞

そ
の
思
い
を
署
名
に

そ
の
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め

る
声
が
全
国
に
広
が
り
、
新
し

い
う
ね
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
団
体
・
個
人
が
参
加
す

る
「
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
に
よ
る
２
０
０
０
万
署
名

は
、
多
く
の
人
に
広
が
っ
て
い

け
ば
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
と
共
に

立
憲
主
義
を
と
り
も
ど
し
、
新

し
い
政
治
を
生
み
出
す
力
と
な

り
ま
す
。

友
の
会
４
２
０
０
筆

達
成
に
向
け
て

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
医
療
・

介
護
・
年
金
な
ど
、
社
会
保
障

の
解
体
を
す
す
め
る
安
倍
政
権

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
、
こ

の
２
０
０
０
万
統
一
署
名
に
昨

年
か
ら
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

２
月
現
在
、
約
１
５
０
人
の
会

員
か
ら
４
５
０
筆
の
署
名
が
集

約
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
月
に
ひ

ら
い
た
幹
事
会
で
は
、
１
人
５

筆
４
２
０
０
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
地
域
訪
問
、
会
員
へ
の
電

話
に
よ
る
呼
び
か
け
な
ど
、
署

名
活
動
の
テ
ン
ポ
を
早
め
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

２
０
０
０
万
署
名
で

戦
争
法
（
安
保
法
制
）

廃
止
を

会員宅を訪ねての署名活動

１．１月に会報といっしょに送った署名用

紙は、ご家族や友人、知人に呼びかけて、

返信封筒で送ってください。

２．署名は５人分でなくてもよいです。集

まった分だけ送ってください。

３．氏名・住所は〝同じく〟にしないで、

都道府県から書いてください。

４．署名用紙が足りない方はコピーしてご

使用ください。ご不明な点がありました

ら、友の会までお電話ください。

５．各診療所窓口でも取り扱っております。

○新小岩診療所 ３６５１-２９４４

○一之江内科クリニック ３６５６-６６８８

○葛西みなみ診療所 ５６７９-７１４４

返信用封筒で早めに送ってください

返送されてきた署名
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安
倍
政
権
は
「
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
」
を
揚
げ

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
６
年

度
の
社
会
保
障
関
係
費
は
、

15
年
度
４
４
１
２
億
円
増
に

押
し
と
ど
め
、
１
・
４
％
増

で
す
。
毎
年
１
兆
円
程
度
と

な
る
自
然
増
分
を
、
３
年
間

で
１
・
５
兆
円
に
抑
え
る

「
骨
太
方
針
」
を
受
け
、
６
７

０
０
億
円
の
概
算
要
求
を

削
っ
て
４
９
９
７
億
円
と
し

ま
し
た
。
安
倍
政
権
に
な
っ

て
か
ら
の
４
年
間
の
自
然
増

分
は
、
毎
年
５
０
０
０
億
円

以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
２
２
０
０
億
円
の

削
減
を
押
し
付
け
て
「
医
療

崩
壊
」
を
招
い
た
小
泉
「
構

造
改
革
」
路
線
を
上
回
る
社

会
保
障
の
切
捨
て
と
な
っ
て

い
ま
す
。

診
療
報
酬
削
減

１
％
超
え
る

国
民
が
受
け
る
医
療
内
容

を
決
め
る
診
療
報
酬
は
、
10

年
ぶ
り
に
実
質
１
％
を
超
え

る
削
減
で
、
患
者
追
い
出
し

や
医
師
・
看
護
師
不
足
に
拍

車
を
か
け
る
も
の
で
す
。

14
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

70

〜
74
才
の
医
療
費
負
担
増
は

今
年
度
に
新
た
に

70
才
に
な

る
人
の
窓
口
負
担
が
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
現
役
世
代
（
65

才
未

満
）
の
入
院
給
食
費
の
値
上

げ
（
一
食
１
０
０
円
増
、
月

９
０
０
０
円
増
）
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
紹
介
状
な
し
の
大

病
院
受
診
に
も
５
０
０
０
円

以
上
の
追
加
負
担
を
求
め
ら

れ
ま
す
。

介
護
で
は
、
15
年
度
か
ら

要
支
援
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
る
自
治
体
が
広
が

り
、
昨
年
の
利
用
料
の
２
割

負
担
な
ど
（
一
定
所
得
以

上
）
高
齢
者
を
直
撃
し
ま

す
。年

金
据
え
置
き

物
価
上
昇
で
も

年
金
は
、
物
価
上
昇
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
給
付
を
据
え

置
き
実
質
削
減
で
す
。
15
年

度
補
正
予
算
で
低
年
金
者
に

３
万
円
の
臨
時
給
付
金
を
計

上
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
４

月
か
ら
の
消
費
税
10
％
な
ど

負
担
増
が
待
ち
受
け
て
い
ま

す
。自

然
増
を
連
続
で
圧
縮

社
会
保
障
の
自
然
増
は
、

高
齢
者
の
増
加
や
医
療
技
術

の
進
歩
な
ど
に
伴
っ
て
、
制

度
を
変
え
な
く
て
も
増
え
て

い
く
費
用
で
す
。
安
倍
政
権

は
自
然
増
を
抑
制
す
る
た

め
、
制
度
を
改
悪
し
、
医

療
・
介
護
・
年
金
な
ど
、
社

会
保
障
を
徹
底
し
て
抑
制
す

る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

Ｑ：花粉症について教えて

Ａ：花粉が原因でおこる、アレルギー性の病気で、主

な症状として、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目の

かゆみが現れます。家族が花粉症、気管支喘息、

食物アレルギー、アトピー性皮膚炎などある方

は、花粉症になりやすいとされています。

花粉症の予防は｢花粉を避ける」ことが一番で

す。花粉の飛散はスギ花粉が１月～４月、ヒノキ

花粉は４月～５月になります。テレビなどで花粉

情報を確認し、外出時はマスクなどの対策が必要

です。お酒やタバコは鼻の粘膜を刺激し、鼻づま

りを起しやすいと言われているので、控えたほう

がよいでしょう。免疫力を保つためにタンパク質

やビタミンなどをとり、バランスの良い食事を心

がけましょう。

Ｑ：薬がたくさんあるみたいだけど

Ａ：花粉症の薬は主に３種類に分けられます。

抗アレルギー薬：強力な効果はありませんが、眠

気やふらつきなどの副作用が少なく、服用しやす

い薬です。花粉症の症状が軽い方は効果が期待で

きます。

抗ヒスタミン薬：比較的早く効果が出ますが、眠

気や注意力の低下、口の渇きや、尿が出にくいな

どの副作用があり、前立腺肥大や緑内障の患者さ

んには使えないことがあります。ただし、薬の開

発が進むにつれ、副作用を起しにくいものも出て

きています。

ステロイド薬：強い抗炎症作用があり、強い症状

を抑えることができます。ステロイドの内服では

まれに全身的な副作用（骨粗しょう症など）が起

きる場合もあるので、なるべく短期間の使用にと

どめるように推奨されています。

やむを得ず長く使用する場合には、副作用の少

ない点鼻薬や点眼薬などで、治療を続けます。花

粉症シーズン中は自己判断で薬の使用を止めず

に、継続することが大切です。

Ｑ：受診せずに市販薬ですませてもいいの？

Ａ：医療機関を受診して医師の処方を

受けたほうが安心です。市販薬を

購入する場合も、副作用や飲み合

わせがないとはいえないので必ず

お薬手帳を持参し、薬剤師に相談

しましょう。

※民医連機関誌「いつでも元気」より抜粋

編
集
後
記

豊
田
育
子
さ
ん
の
今
号
の
短
歌
は
、

「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
が
テ
ー
マ
。
テ
レ
ビ

で
〈
白
樺
日
誌
〉
の
存
在
を
知
り
急
ぎ
舞

鶴
に
駆
け
つ
け
て
生
ま
れ
た
歌
だ
。
彼
女

は
先
月
の
書
展
で
は
、
そ
の
白
樺
の
皮
に

煤
で
書
い
た
〈
白
樺
日
誌
〉
を
見
事
に
再

現
し
て
い
た
。
過
酷
な
抑
留
生
活
の
中
で

な
お
歌
を
忘
れ
ず
生
き
抜
い
た
人
々
へ
の

想
い
▼
俳
句
で
お
な
じ
み
の
長
沢
常
良
さ

ん
か
ら
句
集
『
常
良
』
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
が
ま
た
す
ば
ら
し
い
。
私
な
ど
は
難

し
い
句
に
出
会
う
と
戸
惑
う
こ
と
が
あ
る

が
、
長
沢
さ
ん
の
句
は
明
快
。
棟
梁
と
し

て
仕
事
を
続
け
な
が
ら
の
句
作
の
努
力
と
、

句
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
大
ら
か
な
人
柄

の
せ
い
だ
ろ
う
か
▼
四
月
か
ら
政
権
に
批

判
的
な
キ
ャ
ス
タ
ー
が
何
人
か
降
板
す
る
。

メ
デ
ィ
ア
へ
の
執
拗
な
干
渉
が
「
電
波
停

止
」
の
高
市
答
弁
で
本
音
を
露
に
し
た
。

「
口
利
き
」
疑
惑
の
甘
利
を
筆
頭
に
閣
僚
・

自
民
議
員
の
暴
言
・
無
知
・
醜
聞
が
後
を

絶
た
な
い
。
何
一
つ
責
任
を
取
ら
な
い
安

倍
政
権
は
野
党
共
闘
と
国
民
運
動
で
退
陣

を
！
▼
三
月
十
日
東
京
大
空
襲
。
卒
業
式

の
た
め
に
疎
開
先
か
ら
帰
京
し
て
命
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
無
念
を
想
う
。
（
小
林
）

役立つ健康メモ 37 薬の話⑤

花粉症の薬
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
り
、
政
府
が
憲
法
25
条
に
規
定

さ
れ
た
国
民
の
生
存
権
を
守
る
の
か
否
か
の
試
金
石
に
な
る

の
が
、
社
会
保
障
費
で
す
。
安
倍
内
閣
が
昨
年
12
月
24
日
に

閣
議
決
定
し
た
２
０
１
６
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
社
会
保

障
関
係
費
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

自
然
増
分
を
大
幅
に
圧
縮

２
０
１
６
年
度
国
の
予
算
案
の
焦
点

〜
社
会
保
障
関
係
費
〜社会保障の充実などを求めてひらかれた

昨年の10・22全国大集会（日比谷野音）

＜しんぶん赤旗＞２・１付けより



２
月
12
日
、
「
放
射
能
汚
染

と
原
発
を
な
く
す
江
戸
川
セ
ン

タ
ー
」
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
も
う
す
ぐ
５
年

に
な
り
ま
す
が
、
事
故
収
束
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
方
は
10
万
人
を
超

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

総
会
で
は
、
世
話
人
の
大
越

さ
ん
（
東
京
公
害
患
者
と
家
族

の
会
副
会
長
）
に
よ
る
「
江
戸

川
区
の
放
射
能
汚
染
と
子
ど
も

の
健
康
を
考
え
る
」
と
い
う
報

告
が
あ
り
、
都
内
土
壌
汚
染
の

測
定
結
果
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

周
辺
の
汚
染
地
域
と
の
比
較
か

ら
、
今
後
の
健
康
被
害
に
つ
い

て
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
「
福
島
の

な
り
わ
い
訴
訟
バ
ス
ツ
ア
ー
」

な
ど
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、

次
の
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

①
江
戸
川
区
内
の
放

射
線
測
定
と
除
染
の

実
現

②
区
議
会
へ
の
陳
情

署
名
（
甲
状
腺
が
ん

検
診
の
区
議
会
決
議

を
求
め
る
陳
情
）

③
福
島
原
発
事
故
被

害
者
へ
の
支
援

④
駅
頭
宣
伝
、
学
習
会
、
国
会

前
行
動
、
そ
の
他
原
発
を
な
く

す
取
り
組
み

⑤
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
事
務
局
体

制
の
強
化
、
戦
争
法
反
対
署
名

推
進総

会
後
、
福
島
か
ら
自
主
避

難
の
Ｋ
さ
ん
（
２
児
の
お
母
さ

ん
）
の
講
演
と
い
わ
き
市
出
身

で
Ｋ
さ
ん
と
同
じ
避
難
所
に
い

た
と
い
う
シ
ン
ガ
ーY

U
K
A
R
I

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。Ｋ

さ
ん
は
、
自
主
避
難
の
た

め
、
経
済
的
に
も
苦
し
い
、
子

供
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
、

事
故
直
後
の
政
府
発
表
の
汚
染

マ
ッ
プ
に
は
人
口
集
中
地
域
が

計
測
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
、
避
難
所
で
一
緒
だ
っ
た
乳

飲
み
子
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
は
、

母
乳
を
出
す
た
め
、
安
全
と
言

わ
れ
た
水
道
水
を
た
く
さ
ん
飲

ん
だ
が
、
後
か
ら
水
道
水
も
汚

染
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
、

な
ど
を
豊
富
な
写
真
や
デ
ー
タ

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Y
U
K
AR
I

さ
ん
の
歌
「
マ
イ
ラ

イ
フ
」
を
バ
ッ
ク
に
映
さ
れ
た

映
像
と
避
難
の
方
々
の
思
い
、

お
子
さ
ん
の
訴
え
に
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

（
太
田
）
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸

川

長
沢

常

良

孟
宗

の
朝
の

輝
き

初
景

色

水
鳥

の
群
れ

に
日

の
差

す
四
温

か
な

せ
せ

ら
ぎ
の

凍
て

て
水

車
の
動

か
ざ

る

揺
れ

合
へ
る

花
の

重
さ

よ
福
寿

草

西

一
之

江

永
井

嶽

寒
明

け
の
雨

脚
け

ぶ
る

筑
波
山

梅
林

の
果
て

ま
で

埋
ま

る
人
の

波

春
近

し
散
歩

の
足

も
軽

る
が
る

と

三

郷
市

石

塚
ふ
さ

子

藁
衣

装
初
雪

か
さ

ね
紅

牡
丹

積
る

雪
は
ら

り
祓

う
や

梅
小
枝

雪
溶

け
の
日

だ
ま

り
緑

蕗
新
芽

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

負
の

金
利

鍵
付
き

た
ん

す
売

れ
筋
に

助
成

金
止

め
り
ゃ

定
数

増
や

せ
ま
す

ス
マ

ッ
プ

も
社
員

だ
と

知
る

一
騒
動

南
葛
西

小

宮
山

鑑
二

観
光

バ
ス

今
は
山

中
今

は
街

大
横

綱
立

ち
合
い

飛
び

勝
ち

威
厳
無

し

モ
ン

ゴ
ル

勢
一
〇

年
振

り
に

遠
慮
す

る

「
忘
れ
な
い
こ
と
が
供
養
」

―
父
と
母
の
死
―

平
井

三
宅
研
太
郎

の
ど
赤
き
玄
鳥
ふ
た
つ
梁
に
い
て

つ
ば
く
ら
め

垂
乳
根
の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り

た

ら

ち

ね

三
十
〜
四
十
代
の
こ
ろ
、
こ
の
斉

藤
茂
吉
の
短
歌
を
読
ん
だ
と
き
、
い

つ
か
私
も
こ
う
い
う
場
面
に
立
ち
会

う
時
が
く
る
の
か
な
、
そ
の
と
き
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
、
と

寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
想
像

し
ま
し
た
。

六
十
四
歳
に
な
っ
た
今
、
九
年
前

に
父
、
一
昨
年
母
と
、
二
人
の
死
に

立
ち
会
い
ま
し
た
。
私
が
そ
の
時
感

じ
た
の
は
、
深
い
孤
独
感
と
「
自
分

を
含
め
て
生
物
は
い
つ
か
必
ず
死
ぬ

時
が
く
る
の
だ
」
と
い
う
実
感
を
と

も
な
っ
た
思
い
で
し
た
。
母
は
息
を

引
き
取
っ
た
あ
と
体
温
が
下
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
私
は
母
の
顔
や
腕
を

さ
す
り
続
け
ま
し
た
。
「
今
、
母
は

生
命
活
動
を
終
え
、
体
温
は
そ
の
辺

の
物
と
同
じ
温
度
に
下
が
っ
て
い
っ

て
い
る
の
だ
」
と
母
の
死
を
実
感
し

ま
し
た
。

私
は
高
校
ま
で
岡
山
県
で
過
ご

し
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
上
京
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
東
京

で
就
職
し
ま
し
た
。
働
い
て
い
る
間

は
郷
里
に
帰
る
の
は
盆
と
正
月
の
二

回
ぐ
ら
い
で
し
た
。
父
と
母
は
持
病

を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
で
助

け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
退
職
し
て
か
ら
六
年
間
く
ら

い
母
の
生
活
の
手
助
け
を
し
な
が
ら

一
緒
に
生
活
し
ま
し
た
。
夕
食
を
食

べ
た
後
一
時
間
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
話

を
す
る
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
父
と
母
の
小
さ
い
頃
、
結
婚

し
た
頃
、
子
育
て
の
喜
び
と
苦
労
な

ど
私
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
寂
聴
の
こ
と
ば
に
「
忘
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
の
供
養

で
す
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
母

の
人
生
の
思
い
を
十
分
聴
く
こ
と
が

で
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
今
の
私
の

気
持
ち
の
救
い
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

▼
短
歌

西

瑞
江

豊
田

育

子

「
白

樺
日

誌
」

テ
レ

ビ
画
像

を
見

な
が

ら
に
舞

鶴
行

き
を

心
に
き

め
ぬ

抑
留

者
の

六
十

万
人

通
り
た

る
舞

鶴
桟

橋
か
く

も
狭

き
か

白
樺

の
日

誌
は

乾
き

重
な
り

て
ガ

ラ
ス

ケ
ー
ス

の
中

に
呷

く
も

ぎ
り

ぎ
り

の
生

く
る

声
な
り

凍
て

土
に

鍬
ふ
る

さ
ま

も
短

歌
に
遺

す

「
抑

留
」

と
タ

ブ
レ

ッ
ト
開

け
ど

幾
万

の
慟
哭

の
声

辞
書

に
は
あ

ら
ず

東
葛

西

新

真

農
村

と
高

台
の

土
地

が
文
士

ら
の

一

大
文
学

碑
の

街
並

づ
く
り

田
端

に
は

行
け

ど
も

往
け
ど

も
坂

ば
か

り

文

士
坂

へ
も

５
６
８

２
歩

近
代

の
名

を
あ

げ
文

学
隆
盛

す

北
の

「
田
端

」
と

南
の

「
馬
込

」

エッセイ

先
の
み
え
な
い

避
難
者
の
苦
し
み

放
射
能
汚
染
と
原
発
を
な
く
す
江
戸
川
セ
ン
タ
ー
総
会

福島を歌うYUKARIさん

２
月

21
日
午
後
１
時
葛
西
駅
集
合

で
江
戸
川
健
康
友
の
会

15
名
、
国
会

包
囲
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
前
に
陣
取
り

ま
し
た
。
青
色
で
意
思
表
示
し
よ
う
と

の
呼
び
か
け
に
、
友
の
会
の
真
っ
青
な

は
っ
ぴ
は
ぴ
っ
た
り
。
お
お
い
に
目
立

ち
ま
し
た
。

沖
縄
選
出
の
国
会
議
員
や
野
党
、
市

民
団
体
の
代
表
が
米
軍
基
地
建
設
反
対
、

埋
立
て
阻
止
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
、

野
党
は
共
闘
、
安
倍
政
権
退
陣
に
追
い

込
も
う
、
稲
嶺
名
護
市
長
の
正
義
は
わ

れ
わ
れ
に
あ
る
、
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
等
々
つ
ぎ
つ
ぎ
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

辺
野
古
埋
立
地
へ
の
残
土
搬
入
や
残

土
を
提
供
す
る
搬
出
を
阻
止
し
よ
う
と

立
ち
上
が
っ
た
団
体
が
あ
る
こ
と
も
初

め
て
知
り
、
こ
ん
な
事
も
関
係
す
る
ん

だ
と
多
様
な
か
か
わ
り
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

参
加
者
２
万
８
千
人
が
寒
さ
も
吹
き

と
ば
す
勢
い
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

大
声
で
叫
び
、
「
沖
縄
を
か
え
せ
」
を

歌
い
決
意
も
新
た
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

（
猪
瀬
）

止めよう！辺野古埋立て
国会大包囲行動

友の会の青いはっぴでアピール
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時
●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●第２・４土曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

第４ 週 にち ぎり 絵始 めま す

●食事代コーヒー付

600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく歌いましょう

●３月18日（金）

13時～16時
●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込先：

新小岩診療所

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングア ミティエ
コ カ リ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

吾
が
む
ね
に
香
り
た
だ
よ
う
故
郷

の
山
の
緑
と
人
の
温
も
り
（
自

作
）故

郷
の
な
ま
り
懐
か
し
停
車
場

の
な
ん
と
心
地
良
い
響
き
で
し
ょ

う
。40

数
年
前
12
年
続
い
た
バ
イ
ク

仲
間
３
人
で
太
平
洋
か
ら
日
本
海

へ
の
ジ
グ
ザ
グ
横
断
の
旅
、
そ
の

岩
手
の
起
点
が
花
巻
、
カ
ッ
パ
伝

説
の
遠
野
、
宮
古
、
久
慈
を
通
り

八
戸
、
十
和
田
、
奥
入
瀬
、
発
荷

峠
を
貫
き
男
鹿
半
島
へ
そ
れ
ぞ
れ

の
人
情
に
ふ
れ
、
我
が
秋
田
へ
の

道
に
踏
み
込
ん
だ
の
で
す
。

秋
田
に
も
沢
山
の
良
い
所
が
あ

り
ま
す
。
大
館
、
南
下
し
て
田
沢

湖
、
武
家
屋
敷
と
し
だ
れ
桜
の
角

館
、
花
火
の
大
曲
、
か
ま
く
ら
の

横
手
、
県
境
に
一
番
近
い
湯
沢
、

私
が
産
湯
を
使
っ
た
銘
水
の
町
で

す
。子

供
の
頃
が
懐
か
し
い
。
雪
深

い
冬
は
犬
っ
子
祭
、
春
は
祭
の
大

名
行
列
、
夏
は
七
夕
絵
灯
籠
、
夜

に
灯
が
点
る
と
な
ん
と
も
風
情
が

あ
り
、
仙
台
の
華
や
か
さ
と
は

違
っ
た
も
の
で
し
た
。

私
の
ル
ー
ツ
を
語
り
ま
す
。
戦

前
の
我
が
家
は
裕
福
な
家
で
お
坊

ち
ゃ
ん
で
育
ち
ま
し
た
。
あ
の
頃

幼
稚
園
に
通
え
る
人
は
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
16
年
戦
争
が
始
ま
っ
て
我

が
家
は
ド
ン
底
の
暮
し
に
な
っ
た

の
で
す
。
父
の
家
業
の
小
運
送
業

が
国
営
の
「
マ
ル
通
」
今
の
日
通

だ
け
と
な
り
、
17
年
18
年
と
父
母

が
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
と

弟
の
二
人
は
、
姉
二
人
と
別
れ
、

北
の
国
夕
張
で
生
活
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

今
で
も
や
さ
し
か
っ
た
叔
父
に

感
謝
し
つ
つ
も
、
夕
張
で
の
思
い

出
は
ひ
も
じ
さ
の
連
日
で
し
た
。

イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
家
畜
用
の

コ
ー
ン
、
蒸
麦
、
フ
ス
マ
（
麦
の

か
す
）
喉
も
通
ら
ず
思
い
出
し
た

く
も
な
い
。
「
戦
争
は
い
や
だ
、

い
や
だ
」

そ
ん
な
訳
で
私
に
は
ふ
る
さ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
秋

田
と
ひ
も
じ
か
っ
た
夕
張
と
…
。

ふ
る
さ
と
秋
田
の
お
国
な
ま
り

も
だ
ん
だ
ん
聞
け
な
く
な
り
ま
た

秋
田
の
人
は
口
べ
た
だ
が
純
朴
で

心
が
あ
た
た
か
い
。
雪
に
埋
も
れ

て
い
る
せ
い
か
。
や
っ
ぱ
り
俺
の

ル
ー
ツ
は
、
秋
田
だ
、
秋
田
だ
。

口
べ
た
だ
か
、純
朴
で
心
が
あ
た
た
か
い

さわやか喫茶着物リメイクの会

秋田県

西葛西 中村圭一

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

カラオケお楽しみ会小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●今月は

３月14日（月）

14時～16時

●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時
会費 1500円

参加〆切 1/5

葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが作

品の実費必要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間

第1・3(水)11～15時
●場所:一之江内科４階

「
子
ど
も
の
貧
困
か
ら
社
会
保

障
を
考
え
る
」
学
習
会
が
２
月

23
日
に
東
京
土
建
会
館
で
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。
江
戸
川
社
会
保

障
推
進
協
議
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
約

60
人
が
出
席
し
ま
し

た
。こ

の
日
の
講
師
で
早
稲
田
大

学
非
常
勤
講
師
の
宮
武
正
明
さ

ん
は
、
２
０
１
４
年
度
の
政
府

発
表
で
、
子
ど
も
６
人
に
１
人

（
３
２
５
万
人
）
が
貧
困
に
該
当

し
、
過
去
最
悪
の

16
・
３
％
に

達
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
も

と
で
貧
困
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
、
２
０
０
０
年
代
か

ら
非
正
規
雇
用
の
増
加
に
と
も

な
っ
て
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
も

比
例

し
て
増
加

し
て
い

る
こ

と
、

小
泉
「
構

造
改
革

」
に

よ
っ
て
社
会
保
障
費
が
毎
年
２

２
０
０
億
円
も
削
ら
れ
、
生
活

保
護
の
老
齢
加
算
や
母
子
加
算

な
ど
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
な
ど

を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

小
俣
の
り
こ
区
議
会
議
員
か

ら
は
、
江
戸
川
区
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
向
け

て
、
子
ど
も
向
け
の
食
堂
や
学

習
支
援
と
し
て
の
居
場
所
づ
く

り
に
と
り
く
む
準
備
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。（

西
葛
西

石
井
う
た
）

子
ど
も
の
貧
困
過
去
最
悪

江
戸
川
社
保
協
が
学
習
会

新
春
の
つ
ど
い

戦
争
法
（
平
和
安
全
保
障
関

連
法
）
の
廃
止
を
求
め
る
署
名

を
１
人
５
筆
を
ひ
ろ
げ
、
安
心

の
医
療
・
介
護
・
健
康
づ
く
り

を
す
す
め
よ
う
！
１
月

24

日

「
友
の
会
２
０
１
６
年
新
春
の
つ

ど
い
」
が
葛
西
み
な
み
診
療
所

５
階
ホ
ー
ル
で
ひ
ら
か
れ
、
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

医
療
法
人
・
南
葛
勤
医
協

を
は
じ
め
、
江
戸
川
社
保
協
・

江
戸
川
原
水
協
・
生
活
と
健

康
を
守
る
会
、
年
金
者
組
合

な
ど
の
代
表
か
ら
新
年
の
祝

辞
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
の
河
野
ゆ
り
え
都
議
や

５
名
の
区
議
さ
ん
も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
健
康
づ
く
り
に
と
り
く
み
、

友
の
会
を
大
き
く
し
よ
う
の
合

言
葉
で
散
会
し
ま
し
た
。

新
春
歩
こ
う
会

２
０
１
６
年
の
新
春
歩
こ
う

会
が
１
月
11
日
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

芥
川
龍
之
介
、
菊
地
寛
、
室

生
犀
星
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
…
。

北
区
田
端
界
隈
を
歩
い
て
回
る

文
学
散
歩
に
48
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
活
躍
し
た
作
家
や
芸
術
家
が

住
ん
だ
旧
居
跡
が
一
キ
ロ
四
方

に
に
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
ま

し
た
。
田
端
駅
に
ほ
ど
近
い
住

宅
街
の
道
端
に
ひ
っ
そ
り
と
芥

川
の
旧
居
跡
を
示
す
看
板
が
立
っ

て
い
ま
す
。
「
２
０
０
坪
敷
地
に

家
が
立
っ
て
い
た
の
か
立
派
だ

な
あ
…
」
。
ま
た
、
駅
前
に
で
き

た
ば
か
り
の
「
田
端
文
士
村
記

念
館
」
で
は
、
文
士
芸
術
家
た

ち
の
絵
画
、
彫
刻
、
陶
芸
、
書

簡
な
ど
の
展
示
品
を
み
て
、
当

時
の
作
家
に
親
近
感
を
持
っ
て

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

友
の
会

気
持
ち
も
新
た
に

↑
新
春
の
つ
ど
い
で

「
友
の
会
だ
よ
り
の
私
の
ふ

る
さ
と
な
ど
の
記
事
が
楽
し

み
で
す
」
と
北
小
岩
の
佐
野

さ
ん

カラオケ好きな方、

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～
●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カ ラ オ ケサ ー ク ル

2016年 友の会お花見会のお知らせ
○松島中央地域 ４月２日（土）東小松川公園
参加費500円（お弁当を用意します。申込みは３月25日まで）

雨天：新小岩診療所３Ｆで懇親会

○葛西地域 ４月３日（日）南葛西フラワーガーデン
お弁当・おつまみは各自で持参。酒類は実費販売します。

雨天：葛西みなみ診療所５Ｆで懇親会

○一之江地域 ４月６日（水）一之江ひだまり公園
お弁当・おつまみは各自で持参。雨天：渡部さん宅で懇親会

ち
ぎ
り
絵

佐
藤
敬
子

⇒
新
春
歩
こ
う
会
の
参
加
者
、

田
端
文
士
村
記
念
館
の
前
で



２
月
12
日
、
「
放
射
能
汚
染

と
原
発
を
な
く
す
江
戸
川
セ
ン

タ
ー
」
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
も
う
す
ぐ
５
年

に
な
り
ま
す
が
、
事
故
収
束
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
方
は
10
万
人
を
超

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

総
会
で
は
、
世
話
人
の
大
越

さ
ん
（
東
京
公
害
患
者
と
家
族

の
会
副
会
長
）
に
よ
る
「
江
戸

川
区
の
放
射
能
汚
染
と
子
ど
も

の
健
康
を
考
え
る
」
と
い
う
報

告
が
あ
り
、
都
内
土
壌
汚
染
の

測
定
結
果
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

周
辺
の
汚
染
地
域
と
の
比
較
か

ら
、
今
後
の
健
康
被
害
に
つ
い

て
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
「
福
島
の

な
り
わ
い
訴
訟
バ
ス
ツ
ア
ー
」

な
ど
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、

次
の
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

①
江
戸
川
区
内
の
放

射
線
測
定
と
除
染
の

実
現

②
区
議
会
へ
の
陳
情

署
名
（
甲
状
腺
が
ん

検
診
の
区
議
会
決
議

を
求
め
る
陳
情
）

③
福
島
原
発
事
故
被

害
者
へ
の
支
援

④
駅
頭
宣
伝
、
学
習
会
、
国
会

前
行
動
、
そ
の
他
原
発
を
な
く

す
取
り
組
み

⑤
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
事
務
局
体

制
の
強
化
、
戦
争
法
反
対
署
名

推
進総

会
後
、
福
島
か
ら
自
主
避

難
の
Ｋ
さ
ん
（
２
児
の
お
母
さ

ん
）
の
講
演
と
い
わ
き
市
出
身

で
Ｋ
さ
ん
と
同
じ
避
難
所
に
い

た
と
い
う
シ
ン
ガ
ーY

U
K
A
R
I

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。Ｋ

さ
ん
は
、
自
主
避
難
の
た

め
、
経
済
的
に
も
苦
し
い
、
子

供
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
、

事
故
直
後
の
政
府
発
表
の
汚
染

マ
ッ
プ
に
は
人
口
集
中
地
域
が

計
測
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
、
避
難
所
で
一
緒
だ
っ
た
乳

飲
み
子
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
は
、

母
乳
を
出
す
た
め
、
安
全
と
言

わ
れ
た
水
道
水
を
た
く
さ
ん
飲

ん
だ
が
、
後
か
ら
水
道
水
も
汚

染
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
、

な
ど
を
豊
富
な
写
真
や
デ
ー
タ

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Y
U
K
AR
I

さ
ん
の
歌
「
マ
イ
ラ

イ
フ
」
を
バ
ッ
ク
に
映
さ
れ
た

映
像
と
避
難
の
方
々
の
思
い
、

お
子
さ
ん
の
訴
え
に
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

（
太
田
）

2016.3.10 友の会だより ＮＯ．57 友の会だより ＮＯ．57 2016.3.10３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸

川

長
沢

常

良

孟
宗

の
朝
の

輝
き

初
景

色

水
鳥

の
群
れ

に
日

の
差

す
四
温

か
な

せ
せ

ら
ぎ
の

凍
て

て
水

車
の
動

か
ざ

る

揺
れ

合
へ
る

花
の

重
さ

よ
福
寿

草

西

一
之

江

永
井

嶽

寒
明

け
の
雨

脚
け

ぶ
る

筑
波
山

梅
林

の
果
て

ま
で

埋
ま

る
人
の

波

春
近

し
散
歩

の
足

も
軽

る
が
る

と

三

郷
市

石

塚
ふ
さ

子

藁
衣

装
初
雪

か
さ

ね
紅

牡
丹

積
る

雪
は
ら

り
祓

う
や

梅
小
枝

雪
溶

け
の
日

だ
ま

り
緑

蕗
新
芽

▼
川
柳

清

新
町

石

川

優

負
の

金
利

鍵
付
き

た
ん

す
売

れ
筋
に

助
成

金
止

め
り
ゃ

定
数

増
や

せ
ま
す

ス
マ

ッ
プ

も
社
員

だ
と

知
る

一
騒
動

南
葛
西

小

宮
山

鑑
二

観
光

バ
ス

今
は
山

中
今

は
街

大
横

綱
立

ち
合
い

飛
び

勝
ち

威
厳
無

し

モ
ン

ゴ
ル

勢
一
〇

年
振

り
に

遠
慮
す

る

「
忘
れ
な
い
こ
と
が
供
養
」

―
父
と
母
の
死
―

平
井

三
宅
研
太
郎

の
ど
赤
き
玄
鳥
ふ
た
つ
梁
に
い
て

つ
ば
く
ら
め

垂
乳
根
の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り

た

ら

ち

ね

三
十
〜
四
十
代
の
こ
ろ
、
こ
の
斉

藤
茂
吉
の
短
歌
を
読
ん
だ
と
き
、
い

つ
か
私
も
こ
う
い
う
場
面
に
立
ち
会

う
時
が
く
る
の
か
な
、
そ
の
と
き
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
、
と

寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
想
像

し
ま
し
た
。

六
十
四
歳
に
な
っ
た
今
、
九
年
前

に
父
、
一
昨
年
母
と
、
二
人
の
死
に

立
ち
会
い
ま
し
た
。
私
が
そ
の
時
感

じ
た
の
は
、
深
い
孤
独
感
と
「
自
分

を
含
め
て
生
物
は
い
つ
か
必
ず
死
ぬ

時
が
く
る
の
だ
」
と
い
う
実
感
を
と

も
な
っ
た
思
い
で
し
た
。
母
は
息
を

引
き
取
っ
た
あ
と
体
温
が
下
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
私
は
母
の
顔
や
腕
を

さ
す
り
続
け
ま
し
た
。
「
今
、
母
は

生
命
活
動
を
終
え
、
体
温
は
そ
の
辺

の
物
と
同
じ
温
度
に
下
が
っ
て
い
っ

て
い
る
の
だ
」
と
母
の
死
を
実
感
し

ま
し
た
。

私
は
高
校
ま
で
岡
山
県
で
過
ご

し
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
上
京
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
東
京

で
就
職
し
ま
し
た
。
働
い
て
い
る
間

は
郷
里
に
帰
る
の
は
盆
と
正
月
の
二

回
ぐ
ら
い
で
し
た
。
父
と
母
は
持
病

を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
で
助

け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
退
職
し
て
か
ら
六
年
間
く
ら

い
母
の
生
活
の
手
助
け
を
し
な
が
ら

一
緒
に
生
活
し
ま
し
た
。
夕
食
を
食

べ
た
後
一
時
間
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
話

を
す
る
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
父
と
母
の
小
さ
い
頃
、
結
婚

し
た
頃
、
子
育
て
の
喜
び
と
苦
労
な

ど
私
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
寂
聴
の
こ
と
ば
に
「
忘
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
の
供
養

で
す
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
母

の
人
生
の
思
い
を
十
分
聴
く
こ
と
が

で
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
今
の
私
の

気
持
ち
の
救
い
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

▼
短
歌

西

瑞
江

豊
田

育

子

「
白

樺
日

誌
」

テ
レ

ビ
画
像

を
見

な
が

ら
に
舞

鶴
行

き
を

心
に
き

め
ぬ

抑
留

者
の

六
十

万
人

通
り
た

る
舞

鶴
桟

橋
か
く

も
狭

き
か

白
樺

の
日

誌
は

乾
き

重
な
り

て
ガ

ラ
ス

ケ
ー
ス

の
中

に
呷

く
も

ぎ
り

ぎ
り

の
生

く
る

声
な
り

凍
て

土
に

鍬
ふ
る

さ
ま

も
短

歌
に
遺

す

「
抑

留
」

と
タ

ブ
レ

ッ
ト
開

け
ど

幾
万

の
慟
哭

の
声

辞
書

に
は
あ

ら
ず

東
葛

西

新

真

農
村

と
高

台
の

土
地

が
文
士

ら
の

一

大
文
学

碑
の

街
並

づ
く
り

田
端

に
は

行
け

ど
も

往
け
ど

も
坂

ば
か

り

文

士
坂

へ
も

５
６
８

２
歩

近
代

の
名

を
あ

げ
文

学
隆
盛

す

北
の

「
田
端

」
と

南
の

「
馬
込

」

エッセイ

先
の
み
え
な
い

避
難
者
の
苦
し
み

放
射
能
汚
染
と
原
発
を
な
く
す
江
戸
川
セ
ン
タ
ー
総
会

福島を歌うYUKARIさん

２
月

21
日
午
後
１
時
葛
西
駅
集
合

で
江
戸
川
健
康
友
の
会

15
名
、
国
会

包
囲
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
前
に
陣
取
り

ま
し
た
。
青
色
で
意
思
表
示
し
よ
う
と

の
呼
び
か
け
に
、
友
の
会
の
真
っ
青
な

は
っ
ぴ
は
ぴ
っ
た
り
。
お
お
い
に
目
立

ち
ま
し
た
。

沖
縄
選
出
の
国
会
議
員
や
野
党
、
市

民
団
体
の
代
表
が
米
軍
基
地
建
設
反
対
、

埋
立
て
阻
止
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
、

野
党
は
共
闘
、
安
倍
政
権
退
陣
に
追
い

込
も
う
、
稲
嶺
名
護
市
長
の
正
義
は
わ

れ
わ
れ
に
あ
る
、
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
等
々
つ
ぎ
つ
ぎ
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

辺
野
古
埋
立
地
へ
の
残
土
搬
入
や
残

土
を
提
供
す
る
搬
出
を
阻
止
し
よ
う
と

立
ち
上
が
っ
た
団
体
が
あ
る
こ
と
も
初

め
て
知
り
、
こ
ん
な
事
も
関
係
す
る
ん

だ
と
多
様
な
か
か
わ
り
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

参
加
者
２
万
８
千
人
が
寒
さ
も
吹
き

と
ば
す
勢
い
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

大
声
で
叫
び
、
「
沖
縄
を
か
え
せ
」
を

歌
い
決
意
も
新
た
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

（
猪
瀬
）

止めよう！辺野古埋立て
国会大包囲行動

友の会の青いはっぴでアピール
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安
倍
政
権
は
「
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
」
を
揚
げ

て
い
ま
す
が
、
２
０
１
６
年

度
の
社
会
保
障
関
係
費
は
、

15
年
度
４
４
１
２
億
円
増
に

押
し
と
ど
め
、
１
・
４
％
増

で
す
。
毎
年
１
兆
円
程
度
と

な
る
自
然
増
分
を
、
３
年
間

で
１
・
５
兆
円
に
抑
え
る

「
骨
太
方
針
」
を
受
け
、
６
７

０
０
億
円
の
概
算
要
求
を

削
っ
て
４
９
９
７
億
円
と
し

ま
し
た
。
安
倍
政
権
に
な
っ

て
か
ら
の
４
年
間
の
自
然
増

分
は
、
毎
年
５
０
０
０
億
円

以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
２
２
０
０
億
円
の

削
減
を
押
し
付
け
て
「
医
療

崩
壊
」
を
招
い
た
小
泉
「
構

造
改
革
」
路
線
を
上
回
る
社

会
保
障
の
切
捨
て
と
な
っ
て

い
ま
す
。

診
療
報
酬
削
減

１
％
超
え
る

国
民
が
受
け
る
医
療
内
容

を
決
め
る
診
療
報
酬
は
、
10

年
ぶ
り
に
実
質
１
％
を
超
え

る
削
減
で
、
患
者
追
い
出
し

や
医
師
・
看
護
師
不
足
に
拍

車
を
か
け
る
も
の
で
す
。

14
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

70

〜
74
才
の
医
療
費
負
担
増
は

今
年
度
に
新
た
に

70
才
に
な

る
人
の
窓
口
負
担
が
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
現
役
世
代
（
65

才
未

満
）
の
入
院
給
食
費
の
値
上

げ
（
一
食
１
０
０
円
増
、
月

９
０
０
０
円
増
）
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
紹
介
状
な
し
の
大

病
院
受
診
に
も
５
０
０
０
円

以
上
の
追
加
負
担
を
求
め
ら

れ
ま
す
。

介
護
で
は
、
15
年
度
か
ら

要
支
援
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
る
自
治
体
が
広
が

り
、
昨
年
の
利
用
料
の
２
割

負
担
な
ど
（
一
定
所
得
以

上
）
高
齢
者
を
直
撃
し
ま

す
。年

金
据
え
置
き

物
価
上
昇
で
も

年
金
は
、
物
価
上
昇
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
給
付
を
据
え

置
き
実
質
削
減
で
す
。
15
年

度
補
正
予
算
で
低
年
金
者
に

３
万
円
の
臨
時
給
付
金
を
計

上
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
４

月
か
ら
の
消
費
税
10
％
な
ど

負
担
増
が
待
ち
受
け
て
い
ま

す
。自

然
増
を
連
続
で
圧
縮

社
会
保
障
の
自
然
増
は
、

高
齢
者
の
増
加
や
医
療
技
術

の
進
歩
な
ど
に
伴
っ
て
、
制

度
を
変
え
な
く
て
も
増
え
て

い
く
費
用
で
す
。
安
倍
政
権

は
自
然
増
を
抑
制
す
る
た

め
、
制
度
を
改
悪
し
、
医

療
・
介
護
・
年
金
な
ど
、
社

会
保
障
を
徹
底
し
て
抑
制
す

る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

Ｑ：花粉症について教えて

Ａ：花粉が原因でおこる、アレルギー性の病気で、主

な症状として、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目の

かゆみが現れます。家族が花粉症、気管支喘息、

食物アレルギー、アトピー性皮膚炎などある方

は、花粉症になりやすいとされています。

花粉症の予防は｢花粉を避ける」ことが一番で

す。花粉の飛散はスギ花粉が１月～４月、ヒノキ

花粉は４月～５月になります。テレビなどで花粉

情報を確認し、外出時はマスクなどの対策が必要

です。お酒やタバコは鼻の粘膜を刺激し、鼻づま

りを起しやすいと言われているので、控えたほう

がよいでしょう。免疫力を保つためにタンパク質

やビタミンなどをとり、バランスの良い食事を心

がけましょう。

Ｑ：薬がたくさんあるみたいだけど

Ａ：花粉症の薬は主に３種類に分けられます。

抗アレルギー薬：強力な効果はありませんが、眠

気やふらつきなどの副作用が少なく、服用しやす

い薬です。花粉症の症状が軽い方は効果が期待で

きます。

抗ヒスタミン薬：比較的早く効果が出ますが、眠

気や注意力の低下、口の渇きや、尿が出にくいな

どの副作用があり、前立腺肥大や緑内障の患者さ

んには使えないことがあります。ただし、薬の開

発が進むにつれ、副作用を起しにくいものも出て

きています。

ステロイド薬：強い抗炎症作用があり、強い症状

を抑えることができます。ステロイドの内服では

まれに全身的な副作用（骨粗しょう症など）が起

きる場合もあるので、なるべく短期間の使用にと

どめるように推奨されています。

やむを得ず長く使用する場合には、副作用の少

ない点鼻薬や点眼薬などで、治療を続けます。花

粉症シーズン中は自己判断で薬の使用を止めず

に、継続することが大切です。

Ｑ：受診せずに市販薬ですませてもいいの？

Ａ：医療機関を受診して医師の処方を

受けたほうが安心です。市販薬を

購入する場合も、副作用や飲み合

わせがないとはいえないので必ず

お薬手帳を持参し、薬剤師に相談

しましょう。

※民医連機関誌「いつでも元気」より抜粋

編
集
後
記

豊
田
育
子
さ
ん
の
今
号
の
短
歌
は
、

「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
が
テ
ー
マ
。
テ
レ
ビ

で
〈
白
樺
日
誌
〉
の
存
在
を
知
り
急
ぎ
舞

鶴
に
駆
け
つ
け
て
生
ま
れ
た
歌
だ
。
彼
女

は
先
月
の
書
展
で
は
、
そ
の
白
樺
の
皮
に

煤
で
書
い
た
〈
白
樺
日
誌
〉
を
見
事
に
再

現
し
て
い
た
。
過
酷
な
抑
留
生
活
の
中
で

な
お
歌
を
忘
れ
ず
生
き
抜
い
た
人
々
へ
の

想
い
▼
俳
句
で
お
な
じ
み
の
長
沢
常
良
さ

ん
か
ら
句
集
『
常
良
』
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
が
ま
た
す
ば
ら
し
い
。
私
な
ど
は
難

し
い
句
に
出
会
う
と
戸
惑
う
こ
と
が
あ
る

が
、
長
沢
さ
ん
の
句
は
明
快
。
棟
梁
と
し

て
仕
事
を
続
け
な
が
ら
の
句
作
の
努
力
と
、

句
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
大
ら
か
な
人
柄

の
せ
い
だ
ろ
う
か
▼
四
月
か
ら
政
権
に
批

判
的
な
キ
ャ
ス
タ
ー
が
何
人
か
降
板
す
る
。

メ
デ
ィ
ア
へ
の
執
拗
な
干
渉
が
「
電
波
停

止
」
の
高
市
答
弁
で
本
音
を
露
に
し
た
。

「
口
利
き
」
疑
惑
の
甘
利
を
筆
頭
に
閣
僚
・

自
民
議
員
の
暴
言
・
無
知
・
醜
聞
が
後
を

絶
た
な
い
。
何
一
つ
責
任
を
取
ら
な
い
安

倍
政
権
は
野
党
共
闘
と
国
民
運
動
で
退
陣

を
！
▼
三
月
十
日
東
京
大
空
襲
。
卒
業
式

の
た
め
に
疎
開
先
か
ら
帰
京
し
て
命
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
無
念
を
想
う
。
（
小
林
）

役立つ健康メモ 37 薬の話⑤

花粉症の薬
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
り
、
政
府
が
憲
法
25
条
に
規
定

さ
れ
た
国
民
の
生
存
権
を
守
る
の
か
否
か
の
試
金
石
に
な
る

の
が
、
社
会
保
障
費
で
す
。
安
倍
内
閣
が
昨
年
12
月
24
日
に

閣
議
決
定
し
た
２
０
１
６
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
社
会
保

障
関
係
費
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

自
然
増
分
を
大
幅
に
圧
縮

２
０
１
６
年
度
国
の
予
算
案
の
焦
点

〜
社
会
保
障
関
係
費
〜社会保障の充実などを求めてひらかれた

昨年の10・22全国大集会（日比谷野音）

＜しんぶん赤旗＞２・１付けより
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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長 福山朋房 関口康宣 松村所長

午後
予約外来
松村所長

予約外来松
村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
手塚大介
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診
田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 宮崎

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い

保
健

医
療

福
祉

ビ
ル

２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→

市川方面→

本八
幡方
面→

安
全
保
障
法
制

実
は
戦
争
法

２
０
１
５
年
９
月

19
日
に
、

参
議
院
で
強
行
採
決
さ
れ
た

「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」
は
、

憲
法
９
条
が
禁
じ
る
国
際
紛
争

解
決
の
た
め
の
武
力
行
使
を
可

能
と
す
る
も
の
で
、
明
ら
か
な

憲
法
違
反
で
す
。
「
平
和
安
全
」

の
名
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
内
容

は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
戦
争
法
と

い
え
ま
す
。
３
月

29
日
の
施
行

を
目
前
に
、
ア
フ
リ
カ
の
南

ス
ー
ダ
ン
へ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
が

武
器
を
持
っ
て
活
動
す
る
危
険

が
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。

〝
戦
争
さ
せ
な
い
〞

そ
の
思
い
を
署
名
に

そ
の
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め

る
声
が
全
国
に
広
が
り
、
新
し

い
う
ね
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
団
体
・
個
人
が
参
加
す

る
「
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
に
よ
る
２
０
０
０
万
署
名

は
、
多
く
の
人
に
広
が
っ
て
い

け
ば
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
と
共
に

立
憲
主
義
を
と
り
も
ど
し
、
新

し
い
政
治
を
生
み
出
す
力
と
な

り
ま
す
。

友
の
会
４
２
０
０
筆

達
成
に
向
け
て

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
医
療
・

介
護
・
年
金
な
ど
、
社
会
保
障

の
解
体
を
す
す
め
る
安
倍
政
権

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
、
こ

の
２
０
０
０
万
統
一
署
名
に
昨

年
か
ら
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

２
月
現
在
、
約
１
５
０
人
の
会

員
か
ら
４
５
０
筆
の
署
名
が
集

約
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
月
に
ひ

ら
い
た
幹
事
会
で
は
、
１
人
５

筆
４
２
０
０
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
地
域
訪
問
、
会
員
へ
の
電

話
に
よ
る
呼
び
か
け
な
ど
、
署

名
活
動
の
テ
ン
ポ
を
早
め
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

２
０
０
０
万
署
名
で

戦
争
法
（
安
保
法
制
）

廃
止
を

会員宅を訪ねての署名活動

１．１月に会報といっしょに送った署名用

紙は、ご家族や友人、知人に呼びかけて、

返信封筒で送ってください。

２．署名は５人分でなくてもよいです。集

まった分だけ送ってください。

３．氏名・住所は〝同じく〟にしないで、

都道府県から書いてください。

４．署名用紙が足りない方はコピーしてご

使用ください。ご不明な点がありました

ら、友の会までお電話ください。

５．各診療所窓口でも取り扱っております。

○新小岩診療所 ３６５１-２９４４

○一之江内科クリニック ３６５６-６６８８

○葛西みなみ診療所 ５６７９-７１４４

返信用封筒で早めに送ってください

返送されてきた署名




